
科学技術への投資効果の検証② －研究開発の具体的成果事例

• アミノ酸ギャバ（機能性成分）を玄米等に富化した新規食材群を製品開発・特許化し、
新規市場を創出（平成１６年度は１００～１３０億円に達すると推計）。

• 従来の放射線で治りにくいがん細胞にも効果が高い特徴をもつ重粒子線を用いたが
ん治療試験研究を推進。（平成１５年度に高度先進医療の承認を受けている。）

• 約３０００種のヒトの生命を司る重要なタンパク質のうち、平成１６年１０月時点で１６５
０個の基本構造及びその機能を解析。研究成果の活用により１６年にはＳＡＲＳの治
療薬となりうる化学物質が発見。

• こわれやすい膜タンパク質の立体構造を効率的に解析する装置と手法を開発。新薬
の開発に大いに貢献するものと期待。

• 平成１４年１２月、イネゲノムの重要部分の解読を完了。１６年１２月、全塩基配列を
精度９９．９９％で解読完了。国際コンソーシアムでの解読を我が国が主導。塩基配
列情報を用いた実用品種が多数作出され、農業現場への導入が開始。

• 世界最速の一塩基多型（ＳＮＰｓ）解析システムを構築。２０個の喘息発症と関連した
ＳＮＰを発見。アレルギー炎症組織にのみ発現する遺伝子の絞り込みに成功。これら
の成果により副作用の少ない医薬品の開発等が期待。

ライフサイエンス

環境 • 世界最高性能スーパーコンピュータ「地球シミュレータ」の開発と精度の高い温暖化
予測を目指した「日本モデル」を開発。予測の研究成果の公表により、地球環境問題
に関する理解増進に寄与。

• 「アジア太平洋地域における温暖化対策統合評価モデル（ＡＩＭモデル）」を開発。
ＩＰＣＣの温室効果ガス排出シナリオについて、本モデルによる結果を使用。

• ホルムアルデヒド等シックハウス原因物質の濃度、発生源等について把握。濃度予
測方法を検証し、建築基準法規制を裏付け。

• 大型車等用のクリーン燃料エンジン及びそれに組み合わせるハイブリッドシステムを
開発。開発エンジンを搭載したハイブリッドトラックで、燃費約２倍、排出ガスは新短期
規制値の４分の１のレベルの目標値を達成。

ナノテクノロジー・材料
• 光触媒（酸化チタン）の超親水性機能を活用した多様な効果を示す材料を開発、セルフク
リーニング効果を利用した建材等の商品化（現在の市場２００億円）に成功。放熱効果による
冷房空調負荷低減機能（目標：夏期ピーク時に１０％以上）を有する建材等の開発を実施中。

• 結晶粒超微細化技術による超鉄鋼を開発し、従来の高強度鋼の強度及び寿命を２倍化す
ることに成功。

• 強度が従来の人工骨の３倍以上のアパタイト人工骨の開発に成功。
• ナノテクノロジーの医学への応用によって、外径０．８ｍｍの超微細内視鏡、植え込み型バ
イオニック治療装置、組織選択的に集積可能なドラッグデリバリーシステムを開発。

• ナノガラスの屈折率が可逆的に高速かつ大きく変化する機能を利用した高効率集光機能ナ
ノガラス薄膜材料を開発。青紫色半導体レーザー波長領域に対応する開発により、現行の
ＤＶＤより遙かに大容量（１００GB)の光ディスクを実証。

科学技術基本計画の下で実施された研究開発により、新薬や新しい食品等の開発に繋がる知見、高度情報化社会実現の基盤となる各種デバ
イス、地球環境問題等の解決に貢献するシミュレーション技術、産業や国民生活に貢献する新素材・製造技術の開発等の事例が生まれている。
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国際コンソーシアムを主導し、
イネゲノム解読を完了

ゲノム情報技術を用いて
育成された新品種（左）

（植物DNA機能研究所)

ギャバ製品の例

情報通信 • 従来の1/10程度の電力で高密度・低ダメージのプラズマ処理が可能な酸窒化膜処理装
置を開発し、半導体製造用のプラズマ処理装置を製品化。

• 垂直磁気記録技術による世界最高密度の超小型磁気ディスク装置や現在の５倍以上の
高速通信を実現する次世代の高速無線LAN端末等を開発。また、現在の半導体メモリよ
り1/100の消費電力、１０倍高速のスピンメモリ技術を世界で初めて実現。

• ＭＥＭＳ光スイッチ等を開発し、テラビット級のネットワークを実現する上で基盤となる技
術を確立。

• タンパク質の機能をより精密に計算できる、量子化学計算シミュレーションソフトウエア等
を開発。薬剤設計等への利用を期待。

• 改ざん防止可能な電子署名技術等を確立し、現在県庁等１３の公共機関で電子文書の
原本管理に活用中。

• 「音声の文字化」、「字幕の要約」等を自動化するシステムを開発し、聴覚障害者向け放
送番組の字幕作成作業時間を半分以下に短縮。

垂直磁気記録技術を
用いた超小型磁気
ディスク装置

その他
・ 低コストで量産化の容易な多結晶シリコン基板型太陽電池や量産性の高い薄

膜非結晶シリコン太陽電池について、世界最高の性能を達成し、その量産化技
術を開発。（住宅用太陽光発電システムの価格は１０年前の１／５以下に。）

・ 数十から数千個の原子からなる高精度クラスターイオンビームの発生技術を

確立。これを利用し、基板内部に損傷を与えずに加工を行う無損傷ナノ加工技
術、及びクラスターイオンの持つ高密度照射効果により生ずる高い反応性を利
用した超高速・高精度ナノ加工技術を確立。

・ より精度の高いＤＮＡ鑑定システムを確立し、実務鑑定に利用できる新たなＤ

ＮＡ鑑定システム検査法を開発。１５年８月から、全国の都道府県警察本部科
学捜査研究所において利用。

• Ｅ－ディフェンス（実大三次元震動破壊実験施設）により、鉄筋コンクリート建
造物の入力地震動による破壊形状の差異や木造建造物の破壊メカニズム等

の解明に取組中。効果的な補強方法や免震・振制技術等の開発・検証への

貢献を期待。

• 東海地震発生の推定精度を向上させるため、地殻の歪みなどを３次元的に
表現するシミュレーションモデルを開発。

• 科学衛星による天文観測、太陽系探査を推進。太陽活動の長期間観測等を
実施し、宇宙科学に関わる多くの新事実を見いだした。また、探査機に搭載し

ているイオンエンジンが世界最高レベルの性能を有することを確認。

太陽観測衛星 「ようこう」

MEMSを用いた
高速光スイッチ

（参考資料４－２）
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1970年 1980年 現在1990年 2000年
第１期 第２期

創薬等に貢献する

タンパク質の解析

創薬等に貢献する

タンパク質の解析

新しいがん治療方法新しいがん治療方法

・効率的な医薬品開発の
基礎となるタンパク質の構
造等の解析（平成１６年１
０月現在、１６５０個を解析
終了）。 等

・重粒子線がん治療装置
(HIMAC)の治療への応用
・２，０４１名を治療（平成１
６年１１月まで） 等

電気を通すプラスチック
（白川筑波大学教授）

電気を通すプラスチック
（白川筑波大学教授）

有用な物質だけを
非常に高い効率で
作り分ける合成法
（野依名古屋大学教授）

有用な物質だけを
非常に高い効率で
作り分ける合成法
（野依名古屋大学教授）

・携帯電話の電池
・券売機やＡＴＭの

タッチパネル
・電子機器の小型化 等

・医薬品の効率的な製造
・新しい香料の製造（メン
トール等） 等

ハードディスクドライブの
小型化・大容量化の限界を突破する

垂直磁気記録技術

ハードディスクドライブの
小型化・大容量化の限界を突破する

垂直磁気記録技術

光のエネルギーで

物質を分解する触媒

光のエネルギーで

物質を分解する触媒

太陽光発電システム太陽光発電システム

・ハードディスクドライブの
小型化・大容量化に貢献。
・売り上げ台数予測
年間６億台以上(2010年)

・2010年までに2,000億円
以上の市場拡大が期待。
・省エネ効果(2010年)

原油換算42万kl/年

・市場創出
2003年: 1,500億円超
2010年: 4,000億円
・二酸化炭素削減効果

2002年: 約23万t-CO2/年
2010年: 170万t-CO2/年

１９６７年
光に反応する物質の研究
「本多・藤嶋効果」の発見

１９９３年
新型治療装置完成

１９６７年
導電性高分子の発見

２０００年
ノーベル化学賞受賞

２００１年
ノーベル化学賞受賞１９７６年

触媒の開発に成功
１９６６年
最初の発見

１９7７年
世界に提案
（東北大学 岩崎教授（当時））

２００５年
製品流通予定

萌芽段階

＜矢印について＞
開発段階

実用化
基礎研究 目的基礎 応用研究

９

科学技術への投資効果の検証③ －研究開発が成果として開花するまで

◆ 小さな芽を長期間育て、大きく産業化に開花した例が現れている。今後も、これを続け、拡げていくことが必要。

（参考資料４－３）



（参考資料５）「安全と安心」への対応
－「安全に資する科学技術推進プロジェクトチーム」とその中間報告（４月１３日）－

第２期基本計画においても「安心・安全で質の高い生活のできる国」を３大理念の一つとして掲げていたが、第３期基本計画では安

全面での社会・国民への科学技術の成果還元の視点を強める。

今後、プロジェクトチームによる検討を継続し、第３期基本計画及び分野別推進戦略に盛込むべき、具体的な政策目標の策定を行う。

【検討の背景】

上記３つ全てに共通する対処技術や、ｼｽﾃﾑ化・統合化技術についても推進

（１） 国の安全確保
・ ＮＢＣテロや我が国周辺の不法行為などへの対処技術の向上
・ デュアルユース技術の向上

（２） 社会・経済の安全確保
・ 高度情報通信ネットワーク社会におけるサイバー攻撃などへの対処技術の向上
・ 大規模自然災害や局地激甚災害などへの対処技術の向上
・ 脆弱な都市空間などにおける自然災害、重大人為災害などへの対処技術の向上

（３） 個人生活の安全確保
・ 新興・再興感染症等の突発的な発生などへの対処技術の向上
・ 多発する犯罪を抑止し、近年の組織を背景とする犯罪の深刻化や新しいタイプの犯罪
などへの対処技術の向上

（１） 国の持続的発展基盤として推進
・ 国際的に比較優位な技術は、国際競争力を積極的に推進
・ 長期に自立的に維持すべき基幹的な技術を着実に推進
・ 米国・アジア等との研究開発協力は、技術管理に配慮し推進

（２） 人材育成の強化
短期・中長期的な視点から、人材確保のための方策を構築

（３） 制度設計の構築
シーズとニーズとの対応や産学官連携強化、組織・体制のあり方

など、国として統合された我が国の危機管理機能を強化

（４） 国民理解の増進
政府一体として、安全に資する科学技術の活用の必要性を国民

に理解してもらうための方策を検討

我が国を取り巻く
情勢の変化

国民の要望

【安全に資する科学技術の意義】

【安全に資する科学技術の目標 】
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我が国への侵略
（武力攻撃）

サイバーテロ

サイバー犯罪

ＮＢＣテロ

新興・再興感染症

災害等に対する過密都市圏の脆弱性

新しいタイプの凶悪犯罪
（通り魔的無差別犯罪等）

組織的凶悪犯罪

医療事故

交通事故

大気汚染・水質汚濁

食の安全

原子力事故

プラント事故

化学物質汚染

大規模災害による被害
（地震、津波、火山、台風等）

公共交通機関の事故

長期間の資源エネルギー不足

重要施設破壊テロ

非意図的要因に起因するＩＴ障害

アグロテロ

国民の安全を脅かす脅威の例

７割近い国民が、「安全の確保のために高い科学技術水準
が必要である」という意見に肯定的

出典：内閣府「科学技術と社会に関する世論調査」（平成１６年２月）

○ ９．１１テロ ○ 新興・再興感染症
○ 大規模自然災害 ○ サイバー犯罪
○ 国際的な組織・凶悪犯罪 など

国民生活の安全を確保
（科学技術の有効活用に対する国民の強い期待）
我が国の総合的な安全保障に貢献
（幅広い視点から産官学連携の新規構築・更なる活性化により、安全に資する
技術水準の向上）
国際社会の安全確保と我が国の国際的地位向上に貢献
（我が国は、高度な産業技術を有する通商国家）

【安全に資する科学技術の方針】
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